
哲
學
研
究
　
　
箪
八
號

㎜
事
が
出
來
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
か
、
シ
ヤ
・
攻
ブ
は
あ

　
　
疑
難
に
答
へ
、
徳
不
徳
な
く
ん
ば
如
何
な
る
當
二
曹
単
三

　
　
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
と
嗣
疇
に
、
當
膿
な
く
ん
ば
徳
不
徳

　
　
の
所
依
も
亦
そ
の
存
す
る
厨
な
し
、
畢
覧
是
の
加
川
き
論
議

　
　
は
論
者
を
し
て
思
惟
の
二
律
背
反
に
誘
致
せ
し
む
る
に
過

　
　
ぎ
ず
と
し
て
居
る
、
彼
れ
の
學
説
上
亦
止
む
を
得
な
い
結

　
　
果
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
依
て
我
々
は
現
象
界
を
實
有
と
見

　
　
る
潮
合
に
於
て
、
そ
の
開
關
に
摩
す
る
議
論
は
、
究
黒
帯

　
　
理
上
の
の
8
φ
毫
戯
に
脇
ら
ぎ
る
を
得
な
い
と
い
ふ
の
が

　
　
彼
れ
の
主
張
で
あ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
、
、
實
際
彼
れ
に

　
　
依
れ
ば
、
所
謂
實
有
の
世
界
は
無
始
の
劫
初
か
ら
存
し
、

　
　
そ
の
劫
初
の
如
何
は
途
に
我
々
入
間
言
語
思
惟
の
域
外
に

　
　
あ
う
と
な
す
の
で
あ
る
。
　
“

　
　
　
術
、
彼
れ
の
撰
謂
根
本
無
智
論
、
時
聞
塞
問
に
思
す
る

　
　
論
議
、
そ
の
他
鼠
ハ
智
論
に
關
聯
し
て
紹
介
す
べ
き
事
項
多

　
　
々
あ
る
竜
、
ご
覧
に
之
等
を
割
愛
す
る
。
（
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彙

報
一
二
陽

　
　
　
　
京
都
三
一
愈
駅
季
大
略

十
海
十
塀
日
（
土
）
、
　
午
後
一
時
よ
り
法
科
大
回
大
講
壁
に
於
て
開
催
。
松
本

敏
授
の
開
會
の
僻
…
に
次
い
で
左
の
如
き
講
演
が
あ
っ
た
。

　
○
就
倉
學
的
認
識
論
　
　
京
芝
葺
文
科
紅
唇
講
師
　
米
田
庄
太
郎
氏

　
○
探
究
力
能
心
度
と
安
立
の
腿
劇
謹
脚

　
　
　
　
　
　
　
東
京
選
科
大
弓
教
授
二
二
博
士
　
姉
崎
正
治
氏

右
講
演
鋒
ア
後
輪
き
寒
き
隊
撃
生
集
介
一
二
に
於
て
、
姉
難
曲
剛
士
の
歎
迎
を
繁
ね

京
郡
哲
學
愈
秋
季
大
熱
晩
餐
曾
が
催
さ
れ
た
。
閃
に
雨
氏
灘
演
の
内
容
は
蓮

っ
て
本
誌
に
載
ぜ
ら
る
エ
筈
で
あ
る
か
ら
此
露
に
は
略
す
。

　
　
　
　
心
理
畢
回
書
愈

新
鵠
㍑
朝
の
聯
門
三
助
蜘
杁
授
の
温
似
迎
、
轟
八
槻
講
師
の
逡
三
等
を
蕪
ね
、
十
H
月
七
段

午
後
四
時
よ
り
、
心
理
遷
幸
瞼
揚
内
題
饗
室
に
於
て
例
禽
開
催
、
野
上
助
教

授
の
『
駄
栄
心
理
學
賓
験
…
揚
競
泳
談
』
あ
り
。
習
い
て
大
町
本
部
縷
上
に
晩
餐

會
を
開
逡
九
時
談
笑
裡
に
散
會
し
た
。

薪
著
紹
介

　
　
　
　
寮
数
回
人
生
　
　
　
　
　
差
足
理
一
郎
藩

本
書
は
潜
者
が
年
を
累
ね
て
『
蹄
醐
人
』
誌
上
に
寄
せ
た
宗
卿
訟
繭
や
鮭
會
批

評
を
輯
め
て
一
巻
と
爲
し
た
竜
の
、
其
流
暢
な
筆
に
現
は
れ
た
意
見
や
感
惣

邑



　
　
は
、
如
何
に
も
教
養
あ
る
近
代
的
華
督
敏
徒
の
識
見
と
抱
負
と
を
示
し
て
居

　
　
る
。
其
根
本
僧
條
た
る
べ
き
神
を
主
魏
的
理
惣
其
物
と
し
て
見
る
内
鍵
的
汎

　
　
紳
論
が
、
果
し
て
何
虚
ま
で
隠
者
を
茶
「
督
教
徒
と
し
て
保
ち
得
る
か
は
疑
問

　
　
で
あ
る
が
、
唯
基
督
敏
の
一
般
的
精
製
を
塒
立
物
と
し
て
、
進
ん
で
旧
幕
約

　
　
思
潮
と
現
狂
的
生
活
の
中
に
隠
男
せ
ん
と
す
る
人
に
取
っ
て
は
、
か
」
る
掘

　
　
念
上
の
問
題
の
如
き
は
さ
ま
で
重
大
な
を
意
義
を
有
し
な
い
か
も
知
れ
な
い

　
　
現
に
署
者
は
蕪
宗
教
の
功
利
的
他
力
主
義
を
零
し
、
奇
蹟
酌
救
濟
を
本
と
す

　
　
る
藩
室
数
信
仰
を
攻
撃
し
τ
、
名
目
上
の
ク
リ
ス
チ
ア
ン
た
ら
ん
よ
り
は
敬

　
　
鹿
な
る
無
宗
教
者
た
れ
と
主
張
し
て
居
る
。
然
も
著
春
は
決
し
て
素
人
と
し

　
　
て
の
茶
督
教
鞭
春
で
は
な
い
の
で
、
其
紳
魏
や
基
督
論
の
豊
丸
を
叙
し
天
啓

　
　
や
帥
學
の
御
魂
を
批
諮
し
た
斯
に
、
耽
へ
野
史
ヒ
靴
一
義
上
の
專
門
的
造
詣
の
淺

　
　
か
ら
ぬ
こ
と
が
現
は
れ
、
勝
に
幕
督
教
若
く
ば
一
般
に
宗
教
を
ぱ
軍
な
る
暫

　
　
撃
や
人
生
魏
と
考
へ
た
り
、
叉
之
を
唯
の
甦
徳
や
髄
會
的
購
業
と
厨
二
親
す

　
　
る
謬
見
を
排
斥
し
て
、
宗
敏
を
以
て
愛
に
よ
る
見
紳
の
緯
瞼
、
即
ち
宇
宙
と

　
　
の
人
法
的
壌
交
に
雀
り
と
主
張
ぐ
る
灰
に
、
其
宗
敏
に
崩
す
る
徹
底
し
た
洞

　
　
察
と
理
解
と
が
示
さ
れ
て
居
る
。
唯
署
者
の
所
謂
宗
教
的
態
慶
で
あ
る
奮
闘

　
　
的
生
活
と
宇
宙
の
帥
禦
化
即
ち
害
逓
の
愛
と
が
思
惣
上
如
侮
に
調
淘
せ
ら
る

　
　
べ
き
か
、
又
其
向
上
の
撲
範
た
る
人
と
し
て
の
甚
督
の
腿
史
的
確
實
が
、
救

　
　
智
者
と
し
て
の
紳
治
の
塞
督
を
否
定
し
た
後
に
果
し
て
何
の
黙
ま
で
保
持
し

　
　
得
ら
劇
る
か
、
叉
囚
は
れ
た
る
忠
君
愛
瞳
や
帥
祉
乱
舞
を
痛
快
に
挑
遠
し
た

　
　
其
世
界
主
義
が
、
現
在
一
般
の
民
族
主
義
と
如
何
な
る
紫
煙
に
立
つ
べ
き
か

　
　
既
等
の
問
題
は
研
究
患
索
よ
婆
亀
賢
鳥
影
　
蹴
を
主
と
す
る
磐
者
に
は
余
り
多

13

ｭ
考
書
値
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
然
し
少
く
と
塾
生
行
の
前
提
と
し

10

ﾄ
爾
大
い
に
反
省
す
べ
を
疑
閃
た
る
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
固
よ
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
斬
署
紹
介

古
書
は
宗
教
の
理
論
的
綴
織
で
も
な
け
れ
ば
、
醜
會
問
題
人
益
閃
題
の
學
問

的
研
究
で
も
な
く
、
唯
著
春
の
鵜
糠
さ
れ
た
墓
督
謹
製
紳
か
ら
見
た
人
生
の

黒
鳥
で
あ
り
、
又
其
信
仰
の
告
白
で
あ
っ
て
、
蓋
し
眞
面
日
な
修
養
の
賛
料

と
し
て
薪
し
い
内
容
の
あ
る
竜
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
麹
町
匿
辮
河

境
争
、
洛
陽
濫
獲
行
。
定
窯
金
一
圓
三
＋
銭
。
（
字
野
躍
窒
）

忠
義
の
暫
學

ジ
蹴
サ
イ
ア
ニ
イ
ス
原
著

鈴
　
木
　
傘
　
三
郎
誕

　
「
悠
義
の
醤
學
」
は
個
人
主
義
の
最
も
盛
な
る
米
國
厩
の
間
に
、
身
を
撫
げ

て
公
に
奉
ず
る
忠
義
の
眞
精
紳
を
摂
氏
せ
ん
が
霞
め
に
顔
甲
山
に
よ
っ
て
、

ハ
ー
バ
書
ド
、
ボ
ス
ト
ン
、
訟
－
彫
錬
に
於
い
て
数
次
講
演
せ
ら
れ
た
る
も

の
で
、
そ
の
要
綱
を
一
九
〇
八
年
に
上
梓
せ
ら
れ
た
の
が
原
藩
で
あ
る
。

　
ロ
イ
ス
は
同
じ
ハ
婁
バ
ー
ド
大
墨
に
ゼ
菅
ム
ス
と
鵡
ハ
に
職
を
塞
じ
霜
…
互
に

照
隠
愚
論
せ
し
が
ゼ
τ
ム
ス
氏
先
づ
物
故
し
て
、
後
数
年
亜
米
利
撫
哲
學
協

倉
よ
り
六
十
歳
の
親
賀
禽
興
を
受
け
て
氏
父
そ
の
後
を
邉
ふ
冷
。
羅
者
は
序
に

よ
れ
ば
彼
の
地
に
在
っ
て
署
春
に
親
し
く
接
せ
ら
れ
た
方
で
、
ゼ
ー
ム
ス
の

み
我
國
に
親
里
せ
ら
れ
て
寡
聞
の
當
の
相
手
た
る
ロ
イ
ス
が
照
り
紹
介
せ
ら

れ
て
み
な
い
の
を
嘆
き
、
叉
本
婁
は
我
國
民
族
の
根
本
野
営
と
直
擾
の
交
渉

が
あ
る
を
以
っ
て
、
氏
の
濁
六
十
歳
の
詑
念
観
賀
哲
學
大
器
の
あ
っ
た
こ
と

を
機
會
と
し
て
課
綴
せ
ら
れ
．
た
の
で
あ
っ
て
、
識
者
な
り
嚢
行
撫
期
な
り
に
當

を
得
た
も
の
と
嘗
へ
る
。

　
「
言
言
は
い
た
く
警
護
自
暇
」
と
初
め
に
僻
っ
て
は
居
ら
れ
る
が
、
今
少
し
町

寧
に
課
し
て
貰
ひ
た
か
っ
た
。
硬
い
落
語
課
も
善
く
な
い
が
、
「
課
」
で
あ
る

以
上
に
は
懸
砂
に
欺
け
渦
ぎ
て
、
「
課
」
と
言
ふ
よ
り
は
忠
實
な
る
縦
概
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
蓋


